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三協立山㈱
青森営業所 所長

石塚　学 氏

㈿青森総合卸センター
第８代理事長

西　秀記
（㈱西衡器製作所 社長）

３
月
４
日
、
西
新
理
事
長

の
就
任
と
元
木
前
理
事
長

の
退
任
慰
労
の
た
め
の
合

同
祝
賀
会
が
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
元
木
前

理
事
長
こ
れ
ま
で
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
西
新
理
事
長

こ
れ
か
ら
ご
苦
労
様
で
す
▼
西
理

事
長
は
四
十
台
で
既
に
青
森
商
工

会
議
所
の
副
会
頭
を
二
期
努
め
ら

れ
る
な
ど
、
青
森
の
経
済
界
の
期

待
さ
れ
る
若
き
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

で
あ
り
ま
す
。
青
森
問
屋
町
丸
も

西
理
事
長
を
新
船
長
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
▼
転
話
題
。

中
央
会
で
「
女
性
発
想
の
事
業
革

新
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
す
る
興
味
深

い
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
は

横
浜
の
中
小
企
業
診
断
士
・
上
岡

美
弥
子
氏
▼
興
味
深
か
っ
た
の
が

「
日
々
の
買
い
物
は
、女
性
が
『
買

う
』『
買
わ
な
い
』
を
決
め
て
い
る
」

と
い
う
指
摘
で
し
た
▼
平
成
22
年

の
内
閣
府
の
「
男
女
の
消
費
・
貯

蓄
等
の
生
活
意
識
に
関
す
る
調
査
」

に
よ
る
と
、
夫
婦
・
家
族
で
の
「
日

常
的
な
買
物
に
つ
い
て
の
決
定
」

は
74
％
を
妻
が
決
め
、
夫
は
４
％

だ
そ
う
で
す
。
▼
ま
た
「
貯
蓄
と

生
活
費
と
の
割
合
の
決
定
」
で
は

45
％
が
妻
、
24
％
が
夫
と
の
こ
と
。

財
布
の
ひ
も
は
完
全
に
女
性
が
握

っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
統
計
的

に
証
明
さ
れ
た
訳
で
す
▼
こ
の
こ

と
か
ら
今
後
は
消
費
財
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
、
抽
象
的
な
消
費
者

像
か
ら
具
体
的
な
女
性
消
費
者
・

男
性
消
費
者
像
に
シ
フ
ト
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
▼
生
産
・
販
売
す

る
側
で
も
今
後
は
、
決
断
す
る
場

で
は
、
女
性
の
消
費
動
向
が
わ
か

る
、
女
性
管
理
職
の
登
用
が
よ
り

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
（
藤
本
）

　
２
月
18
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た

第
９
回
理
事
会
に
お
い
て
、
西
副
理

事
長
（
㈱
西
衡
器
製
作
所
社
長
）
が

新
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。
　

  
理
事
長
交
代
に
伴
い
、『
理
事
長

就
退
任
合
同
祝
賀
会
』
が
３
月
４
日

（
火
）、
午
後
６
時
よ
り
ホ
テ
ル
青
森

で
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
及
び
組
合
員

１
５
３
名
が
出
席
し
、
元
木
前
理
事

長
の
長
年
の
功
績
へ
の
労
い
と
西
新

理
事
長
の
就
任
を
祝
い
、
祝
賀
会
は

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し

柳
谷
副
理
事
長
は
「
元
木
前
理
事
長

は
昭
和
61
年
か
ら
役
員
を
28
年
間
、

平
成
14
年
か
ら
は
７
代
目
の
理
事
長

と
し
て
12
年
間
務
め
ら
れ
た
。
こ
の

間
、
加
入
組
合
員
の
資
格
拡
大
、
景

観
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
る
問
屋
町

の
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新
、
そ
し
て
問
屋

町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
校
等
、

数
々
の
困
難
な
事
業
を
遂
行
し
、
現

在
の
問
屋
町
を
作
り
上
げ
た
こ
と
に

役
員
は
じ
め
組
合
員
を
代
表
し
て
感

謝
す
る
。

　
一
方
、
西
新
理
事
長
は
、
青
森
商

工
会
議
所
の
副
会
頭
を
兼
務
し
多
忙

か
と
は
思
う
が
、
問
屋
町
の
発
展
の

た
め
、
し
い
て
は
青
森
市
の
経
済
の

発
展
の
た
め
、
力
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
三
村

青
森
県
知
事
（
馬
場
商
工
労
働
部
長

代
読
）、
鹿
内
青
森
市
長
、
蝦
名
青

森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
、

若
井
青
森
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
祝
辞
で
は
、
元

木
前
理
事
長
の
問
屋
町
及
び
地
域
経

済
発
展
へ
の
功
績
を
称
え
る
と
共
に
、

西
新
理
事
長
の
舵
取
り
に
よ
る
問
屋

町
の
更
な
る
躍
進
を
期
待
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
後
、
主
催
者
並
び
に
（
一
財
）

青
森
市
産
業
振
興
財
団
よ
り
、
両
理

事
長
へ
花
束
が
贈
ら
れ
、
元
木
前
理

事
長
へ
は
西
新
理
事
長
か
ら
記
念
品

も
贈
呈
さ
れ
た
。

　
元
木
前
理
事
長
は
謝
辞
で
「
組
合

員
並
び
に
関
係
各
位
に
支
え
ら
れ
、

長
き
に
わ
た
り
理
事
長
職
を
勤
め
ら

れ
た
」
と
感
謝
の
意
を
表
し
、
西
新

理
事
長
へ
の
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
依
頼

し
た
。

　
ま
た
、
西
新
理
事
長
は
「
問
屋
町

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
等
、

様
々
な
事
業
の
運
営
に
携
わ
ら
せ
て

　
こ
の
た
び
、
２
月
18
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

元
木
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
、
協

同
組
合
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
の
第

８
代
理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
が
、
使
命
を
全
う
す
べ

く
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
私
は
、
平
成
13
年
よ
り
役
員
と
し

て
、
ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
は
副
理

事
長
と
し
て
13
年
に
わ
た
り
組
合
運

営
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当

組
合
は
こ
れ
ま
で
、
元
木
前
理
事
長

を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
理
事
長
や

役
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
そ

の
時
代
時
代
の
社
会
情
勢
、
経
済
状

況
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
常
に
変

革
と
進
化
を
続
け
、
青
森
を
代
表
す

る
流
通
拠
点
と
し
て
、
ま
た
全
国
で

も
有
数
の
卸
団
地
と
し
て
の
地
位
を

築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

常
に
革
新
し
続
け
る
方
向
性
は
引
き

継
ぎ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
組
合

運
営
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

理事長就退任合同祝賀会

　
一
方
、
組
合
運
営
に
あ
た
り
変
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
も
の
も
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
は
卸
団
地
の
一
体
性
で

す
。
協
同
組
合
は
共
通
の
目
的
に
向

か
っ
て
相
互
扶
助
す
る
組
織
で
あ
り

ま
す
。
色
々
な
企
業
が
集
積
し
、
そ

の
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活

か
し
、
組
合
員
企
業
が
更
な
る
成
長
・

発
展
し
て
い
く
た
め
に
も
、
一
体
性

維
持
は
不
可
欠
で
す
。
こ
の
部
分
に

関
し
て
は
一
本
芯
を
通
し
、
今
後
も

変
え
ず
に
維
持
し
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
合
わ
せ
て
革

新
し
続
け
、
組
合
の
一
体
性
は
決
し

て
変
わ
ら
な
い
、
そ
う
い
っ
た
問
屋

町
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
組
合
員
は
じ
め
関
係
各
位

の
ご
指
導
や
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、

期
待
に
応
え
る
べ
く
新
た
な
事
業
へ

積
極
的
に
取
り
組
み
、
歴
代
の
理
事

長
に
恥
じ
る
事
の
な
い
よ
う
一
層
精

進
し
、
ご
芳
情
に
報
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
ら
い
、
自
分
に
経
験
を
積
む
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
元
木
前
理
事
長
に

は
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

新
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
も
合
わ
せ

て
語
っ
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
10
月
に
所
長
に

就
任
さ
れ
た
三
協
立
山
株
式
会
社

青
森
営
業
所
の
石
塚
所
長
に
お
話

を
伺
っ
た
。

　
ア
ル
ミ
建
材
メ
ー
カ
ー
の
同
社

は
、
三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
株

式
会
社
と
立
山
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工

業
株
式
会
社
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
、
従
業
員
約
５
千
８
百
名
を
抱

え
、
全
国
に
事
業
所
を
展
開
す
る

も
の
づ
く
り
日
本
を
代
表
す
る
企

業
で
あ
る
。

　
同
社
は
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を

採
用
し
て
お
り
、
住
宅
・
ビ
ル
・

エ
ク
ス
テ
リ
ア
等
の
サ
ッ
シ
を
は

じ
め
と
し
た
建
材
を
取
扱
う
「
三

協
ア
ル
ミ
社
」
と
、
ア
ル
ミ
や
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
で
工
業
用
部
品
を
製
造
す

る
「
三
協
マ
テ
リ
ア
ル
社
」、
商
業
施

設
の
陳
列
棚
等
の
店
舗
什
器
や
看
板

を
制
作
す
る
「
タ
テ
ヤ
マ
ア
ド
バ
ン

ス
社
」の
３
社
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

青
森
営
業
所
は
住
宅
や
ビ
ル
建
材
を

主
に
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
お
客
様

の
要
望
で
、
カ
ー

ポ
ー
ト
等
の
エ
ク

ス
テ
リ
ア
商
品
を

取
り
扱
う
こ
と
も

あ
る
そ
う
だ
。

　「
当
社
は
『
ラ
イ

フ
・
ウ
ィ
ズ
・
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
環
境
技
術
で
ひ
ら
く
、
豊
か

な
暮
ら
し
）』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
人

と
社
会
に
や
さ
し
い
環
境
商
品
の
開

発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

今
一
番
お
す
す
め
し
て
い
る
の
が
、

『
Ａ
Ｒ
Ｍ
‐
Ｓ
＠
Ｎ
Ａ
Ｖ
』
と
い
う

自
然
換
気
が
で
き
る
サ
ッ
シ
で
す
。

こ
の
商
品
は
、
硝
子
と
硝
子
の
間
の

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の
中
に
換
気
シ
ス

テ
ム
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
自
然
の

風
の
風
圧
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
窓

を
開
け
ら
れ
な
い
ビ
ル
等
で
も
自
然

の
風
を
取
り
込
ん
で
換
気
で
き
、
エ

ア
コ
ン
等
の
使
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
こ
の
商
品
は
、
平

成
24
年
の
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
金
賞
や
、

今
年
ド
イ
ツ
の
ｉ
ｆ
デ
ザ
イ
ン
賞
と

い
う
国
際
的
に
権
威
あ
る
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
開
発

し
て
い
き
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　
石
塚
所
長
の
出
身
は
青
森
市
。
青

森
営
業
所
に
勤
め
て
約
20
年
に
な

る
の
だ
が
、
全
国
展
開
の
企
業
に

勤
め
な
が
ら
転
勤
経
験
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。

　「
社
内
で
転
勤
は
少
な
く
は
な
い

で
す
よ
。
た
だ
、
私
が
青
森
出
身

と
い
う
こ
と
と
、
他
県
か
ら
転
勤

し
て
来
て
も
津
軽
弁
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
に
苦
労
す
る
と

い
う
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
推
測
す
る
。

　
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
、
月
に
１
、２

回
は
プ
レ
イ
す
る
そ
う
だ
。「
ゴ

ル
フ
歴
は
長
い
の
で
す
が
、
ス
コ

ア
は
ほ
ど
ほ
ど
で
す
ね
」
と
苦
笑
。

　
仕
事
上
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を

尋
ね
る
と
、「
常
に
笑
顔
で
い
る

こ
と
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

（
46
歳
）

　
開
校
か
ら
４
年
目
を
迎
え
る
問

屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
、

平
成
26
年
度
第
１
弾
の
講
座
と
し

て
、
日
本
営
業
ツ
ー
ル
研
究
所
代

表
の
吉
見
範
一
氏
に
よ
る
営
業
マ

ン
研
修
を
開
催
す
る
。

　
吉
見
氏
は
「
対
面
型
商
談
ツ
ー

ル
」
専
門
の
営
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
活
躍
。
日
本
全
国
の
商

工
会
議
所
か
ら
講
演
依
頼
が
殺
到

し
、
講
演
会
場
は
常
に
満
員
御
礼
。

自
他
共
に
認
め
る
商
工
会
議
所
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
講
師
で
あ
る
。

　
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で

も
、
毎
回
定
員
の
40
名
を
大
き
く

上
回
る
申
込
の
あ
る
超
人
気
講
座

　
今
年
も
組
合
事
務
局
職
員
が
中

小
企
業
組
合
検
定
試
験
に
挑
戦
し

た
。
３
月
３
日
（
月
）
に
合
格
者
が

発
表
さ
れ
、
張
山
総
務
課
長
と
小

又
職
員
が
見
事
合
格
を
果
た
し
た
。

　
同
検
定
は
、
中
小
企
業
組
合
の

と
な
っ
て
お
り
、
受
講
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
、「
今
ま
で
受
け
た
営

業
関
係
の
研
修
で
１
番
面
白
く
、

ま
っ
た
く
飽
き
な
か
っ
た
」「
実

践
的
な
内
容
で
明
日
か
ら
す
ぐ
に

使
い
た
い
」
な
ど
、
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
講
座
で
あ
る
。

　
４
月
23
日
に
開
催
さ
れ
る
今
回

の
講
座
は
名
刺
交
換
に
特
化
し
た

内
容
。
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
行
っ

て
い
た
名
刺
交
換
が
お
客
様
の
警

戒
心
を
解
き
、
商
談
の
雰
囲
気
を

ガ
ラ
リ
と
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く

解
説
す
る
。

　
講
座
詳
細
や
お
申
込
み
は
、
問

屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

http://business-school.tonya
m

achi.com
/

業
務
を
執
行
す
る
役
員
や
実
務
を

担
う
職
員
の
自
己
啓
発
と
資
質
向

上
を
目
的
と
し
た
検
定
試
験
。
試

験
に
合
格
し
、
か
つ
３
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
者
は
、
中
小

企
業
組
合
士
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

　
今
年
度
の
合
格
者
も
合
わ
せ
、

当
組
合
事
務
局
職
員
の
組
合
士
有

資
格
者
は
８
名
と
な
り
、
今
後
も

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

日
々
研
鑽
を
続
け
る
。

吉見氏による営業マン研修の様子

合格証を手にし喜ぶ事務局職員元木前理事長（中央）、西新理事長（右）

　
そ
の
後
、
㈱
青
森
銀
行
浜
谷
頭
取

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
祝
宴
に
入
り
、

㈱
み
ち
の
く
銀
行
髙
田
頭
取
の
音
頭

に
よ
る
三
本
締
め
で
祝
賀
会
は
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

発行／平成26年３月31日
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新
理
事
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

人
気
講
師
に
よ
る
営
業
マ
ン

研
修
開
催
の
お
知
ら
せ

問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

今
年
も
２
名
が
合
格

中
小
企
業
組
合
検
定

組
合
員
訪
問

西
副
理
事
長
を
新
理
事
長
に
選
任

理
事
長
就
退
任
合
同
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
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問
屋
町
の
若
手
経
営
者
及
び
後

継
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
青
森
問

屋
町
経
営
同
友
会
の
第
11
回
会
員

交
流
会
が
２
月
14
日
（
金
）
に
レ

ス
ト
ラ
ン
フ
ロ
ー
リ
ア
で
開
催
さ

れ
、
会
員
他
20
名
が
参
加
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
同
会
の
会
員
交
流
会

で
は
、
会
員
が
各
々
の
企
業
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、
相
互

理
解
を
深
め
て
き
た
。
会
員
企
業

紹
介
も
一
巡
し
た
こ
と
か
ら
、
今

回
か
ら
は
講
師
を
招
き
、
講
演
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
回
は
桃
川
㈱
の
執
行
役
員
生

産
本
部
長
の
小
泉
氏
を
講
師
に
招

き
「
日
本
酒
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

小
泉
氏
は
「
日
本
酒
は
温
め
る

こ
と
に
よ
り
独
特
の
香
り
が
楽
し

め
、
熱
燗
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
臭

だ
け
で
舌
を
刺
す
よ
う
な
刺
激
と

な
る
。
八
代
亜
紀
の
歌
に
も
あ
る

よ
う
に
、
＂お
酒
は
ぬ
る
め
の
燗

が
い
い
＂」
と
説
明
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
平
成
25
年
全
国

新
酒
鑑
評
会
で
金
賞
を
受
賞
し
た

「
大
吟
醸　

雫
酒（
し
ず
く
ざ
け
）」

を
は
じ
め
と
す
る
桃
川
㈱
の
清
酒

　

東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会
が
２
月
13
日

（
木
）、
仙
台
市
の
中
小
企
業
大

学
校
仙
台
校
に
て
開
催
さ
れ
た
。

東
北
各
県
の
卸
団
地
か
ら
11
名
の

事
務
局
職
員
が
集
ま
り
、
当
組
合

か
ら
は
五
十
嵐
職
員
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
㈿
仙
台
卸
商
セ
ン

タ
ー
の
浅
野
事
務
局
長
か
ら
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
復
旧
・
復
興
へ
向
け
た
同
組

合
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

浅
野
事
務
局
長
は
「
当
団
地
で

は
、
組
合
員
施
設
の
復
旧
・
復
興

に
は
高
度
化
資
金
の
ほ
か
、
宮
城

県
が
募
集
し
た
中
小
企
業
等
グ

ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事

業
を
利
用
。
特
に
後
者
は
87
の
組

合
員
が
利
用
し
、
改
修
・
改
築
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
開
業
予
定
の

地
下
鉄
東
西
線
の
駅
が
新
設
さ
れ

る
ほ
か
、
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

プ
ラ
ザ
（
復
興
公
営
住
宅
複
合
ビ

ル
）
建
設
も
決
ま
り
、
新
た
な
街

に
生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
、
事
業
を

推
進
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
中
小
企
業
大
学
校
の

福
村
校
長
よ
り
、「
高
度
化
事
業
と

一
体
性
維
持
に
つ
い
て
～
組
合
の

求
心
力
強
化
に
何
が
必
要
か
～
」

と
題
し
た
講
演
が
な
さ
れ
た
。
組

合
創
設
か
ら
数
十
年
が
経
過
し
各

卸
団
地
が
共
通
し
て
抱
え
る
、
一

体
性
の
維
持
に
向
け
た
組
合
運
営

に
つ
い
て
の
話
に
、
参
加
者
は
興

味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

第３回婚活パーティービジネス感性トレーニングセミナー

会員交流会で日本酒を試飲

　

２
月
18
日
（
火
）
に
問
屋
町
会

館
役
員
室
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回

理
事
会
に
お
い
て
、
元
木
前
理
事

長
の
退
任
に
伴
う
新
理
事
長
の
選

任
が
審
議
さ
れ
、西
副
理
事
長（
㈱

西
衡
器
製
作
所
社
長
）
が
新
理
事

長
に
選
任
さ
れ
た
。　

　

そ
の
他
の
案
件
審
議
は
次
の
と

お
り
。

一
．
平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
骨

子
に
つ
い
て 

二
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意
見
に

つ
い
て 

三
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て 

四
．
組
合
員
の
倒
産
処
理
に
つ
い
て 

五
．
組
合
管
理
施
設
の
改
修
費
の

借
入
及
び
組
合
員
跡
地
買
取

資
金
の
借
り
換
え
に
つ
い
て 

六
．
理
事
長
の
選
任
に
つ
い
て

七
．
理
事
長
就
退
任
合
同
祝
賀
会

の
開
催
に
つ
い
て

八
．
平
成
25
年
度
第
10
回
理
事
会

の
日
程
等
に
つ
い
て

　

ま
た
事
務
局
か
ら
は
、
除
排
雪

費
の
中
間
報
告
や
平
成
26
年
度
事

業
計
画
立
案
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

結
果
、
合
同
厄
祓
い
や
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
、
卸
商
業
団
地
機
能
向
上

支
援
事
業
報
告
書
な
ど
に
つ
い
て

の
報
告
を
行
っ
た
。

　

理
事
会
終
了
後
に
は
青
森
問
屋

町
配
送
㈱
の
第
３
回
取
締
役
会
及

び
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
の
第
３
回

取
締
役
会
が
開
か
れ
、
西
新
理
事

長
が
両
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て

選
任
さ
れ
た
。　

　

２
月
７
日
（
金
）
午
後
７
時
30

分
よ
り
、
第
３
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
催
さ
れ
た
。
市
内
の
Ｋ
ｅ

ｎ
Ｋ
ｅ
ｍ
ビ
ア
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

で
行
わ
れ
た
同
パ
ー
テ
ィ
ー
に

は
、
男
性
13
名
、
女
性
13
名
の
計

26
名
が
参
加
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
前
回
実
施

し
て
好
評
だ
っ
た
１
対
１
で
話
が

で
き
る
機
会
（
ロ
ー
リ
ン
グ
ト
ー

ク
）
を
今
回
も
設
け
た
と
こ
ろ
、

参
加
者
同
士
が
打
ち
解
け
る
の
も

早
く
、
会
話
が
弾
み
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
が
行
わ

れ
て
い
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
中
の
人
を
カ

ー
ド
に
記
入
。
今
回
は
１
組
の
カ

ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。

　

組
合
主
催
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

も
今
回
で
３
回
目
と
な
り
、
参
加

者
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
改
善
を

重
ね
て
き
た
。
今
後
も
よ
り
楽
し

ん
で
も
ら
え
、
有
意
義
な
出
会
い

の
場
と
な
る
よ
う
計
画
す
る
。

や
リ
キ
ュ
ー
ル
７
種
類
を
試
飲
。

ま
た
、
温
度
帯
で
の
味
の
違
い
も

飲
み
比
べ
、
参
加
者
は
改
め
て
日

本
酒
の
魅
力
や
奥
深
さ
を
体
感
し

た
。

　

ま
た
、
２
月
５
日
か
ら
は
４
日

間
、
計
17
時
間
に
わ
た
り
、「
ビ

ジ
ネ
ス
感
性
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
。
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
ブ

レ
イ
ン
の
佐
藤
社
長
を
講
師
に
招

い
て
行
わ
れ
た
研
修
に
は
、
会
員

及
び
会
員
企
業
従
業
員
９
名
が
参

加
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
参
加
者
１
人
１

人
が
会
社
の
社
長
と
な
っ
て
経
営

の
疑
似
体
験
を
し
、
企
業
経
営
を

ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
ぶ
内
容
。
会
社

を
設
立
し
、
設
備
投
資
、
仕
入
れ
、

生
産
、
販
売
、
広
告
宣
伝
な
ど
、

経
営
活
動
の
意
思
決
定
を
全
て
１

人
で
行
い
、
１
期
ご
と
に
決
算
処

理
を
実
施
し
、
経
営
の
全
体
像
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

　

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
と
て
も
楽
し
く
研
修
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
学
べ
た
」「
わ
か
っ

て
い
た
つ
も
り
で
も
、
実
は
わ
か

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た

研
修
で
あ
っ
た
。
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仙
台
市
で
東
北
卸
団
地
職
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

会
員
交
流
会
や
研
修
会
で
自
己
研
鑽

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

西
副
理
事
長
を
理
事
長
に
選
任

第
９
回
理
事
会

第
３
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

開
催
さ
れ
る
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会議・研修
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㈱青森経営研究所
代表取締役

北村　真夕美  氏

　

㈱
青
森
経
営
研
究
所
代
表
取

締
役
で
あ
り
、
青
森
県
男
女
共

同
参
画
推
進
協
議
会
会
長
で
も

あ
る
北
村
真
夕
美
氏
に
よ
る
経

済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　

前
号
に
続
い
て
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
時
代
の
さ
さ
や
か
な
経
験

を
通
し
て
の
〈
学
び
〉
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
お
客
さ
ま
の
た
め
に
」
が

モ
ッ
ト
ー
の
業
務
は
期
日
の
あ

る
も
の
が
多
く
、
お
客
さ
ま
の

数
も
増
加
傾
向
で
し
た
か
ら
、

職
員
の
労
働
時
間
は
長
く
、
休

日
も
返
上
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

守
秘
義
務
の
強
い
業
務
、
精
度

や
質
の
高
さ
も
求
め
ら
れ
ま
し
た

か
ら
、
職
員
の
研
修
や
自
己
啓
発

に
も
随
分
力
を
入
れ
ま
し
た
。
費

用
を
ヤ
リ
ク
リ
し
て〈
青
年
の
船
〉

な
ど
に
も
乗
せ
て
、
見
聞
や
視
野

を
広
め
る
機
会
を
提
供
し
た
も
の

で
す
。

　

前
夜
、
ど
ん

な
に
遅
く
ま
で

仕
事
を
し
て
い

て
も
翌
朝
に
は

全
員
揃
っ
て
事

務
所
の
掃
除
を

す
る
の
も
日
課
で
し
た
。
建
物
の

内
、
外
を
掃
き
清
め
、
ガ
ラ
ス
や

鏡
を
磨
き
上
げ
て
、
床
は
お
湯
で

絞
っ
た
タ
オ
ル
で
手
拭
き
。
お
客

さ
ま
が
履
く
ス
リ
ッ
パ
も
同
じ
く
、

丁
寧
に
手
拭
き
で
す
。　

　

そ
ん
な
当
た
り
前
の
事
と
お
笑

い
い
た
だ
い
て
も
構
わ
な
い
の
で

す
が
、「
仕
事
に
魂
を
込
め
る
」

と
は
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
整
理
整
頓
が
行
き
届
い

て
い
て
、
気
持
ち
の
良
い
事
務
所

と
お
客
さ
ま
か
ら
好
評
で
し
た
。

今
も
、
ア
ノ
頃
は
入
っ
て
い
く
と

な
ん
と
も
、
爽
や
か
な
、
感
じ
の

良
い
事
務
所
だ
っ

た
と
、
懐
か
し
ん

で
下
さ
る
方
か
ら

お
手
紙
を
い
た
だ

い
た
り
し
ま
す
か

ら
、
お
客
さ
ま
と

は
有
り
難
い
も
の

で
す
。

　

ク
ー
ラ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
夏
の
暑
さ
対
策
は
〈
熱

い
お
し
ぼ
り
〉で
し
た
。
せ
め
て
、

汗
を
拭
い
て
い
た
だ
こ
う
と
、〈
お

し
ぼ
り
蒸
し
器
〉
は
職
員
達
が
お

金
を
出
し
合
っ
て
購
入
し
た
も
の

で
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
の
小
さ
な
積

み
重
ね
を
し
て
い
る
う
ち
、
お

客
さ
ま
か
ら
は
絶
対
の
信
用
や

信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
職
員
の
１
人
１
人
に
自

信
が
満
ち
溢
れ
、
人
間
と
し
て

成
長
し
て
い
く
姿
が
あ
り
あ
り

と
見
え
て
、
目
を
見
張
っ
た
も

の
で
す
。
仕
事
の
実
力
も
つ
い

て
、
日
に
日
に
、
生
き
生
き
と

し
て
い
く
の
で
す
。
誰
も
が
期

待
以
上
の
仕
事
を
こ
な
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

つ
く
づ
く
と
「
人
」
の
能
力

の
限
り
の
な
さ
。〈
ヤ
ル
気
〉

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
ば
ら
し
さ

を
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

次
号
で
は
、
こ
ん
な
ち
っ
ぽ

け
な
体
験
か
ら
、
私
な
り
に
気

づ
い
た
こ
と
な
ど
を
少
し
ま
と

め
て
み
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

２
月

３
日
▽
卸
商
業
団
地
機
能
向
上
支

援
事
業
第
４
回
特
別
委
員
会

　
　

▽
中
央
会
関
係
団
体
合
同
新

年
講
演
会
・
新
年
会

４
日
▽
問
屋
町
新
年
合
同
厄
祓
い

５
日
▽
第
５
回
事
業
委
員
会

　
　

▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
ビ
ジ

ネ
ス
感
性
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
（
全
４
回
）

　
　

▽
青
森
県
労
働
講
座

６
日
▽
㈱
青
森
共
同
計
算
セ
ン
タ

　
　

ー
定
例
取
締
役
会

　
　

▽
市
高
度
化
事
業
団
体
連
絡

協
議
会
地
域
産
業
懇
談
会

７
日
▽
第
３
回
問
屋
町
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー

８
日
▽
簡
易
郵
便
局
業
務
研
修
会

12
日
▽
第
４
回
労
務
対
策
委
員
会

　
　

▽
問
屋
町
支
店
長
所
長
連
絡

会
第
３
回
幹
事
会

13
日
▽
第
５
回
環
境
対
策
委
員
会

　
　

▽
東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協

議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

14
日
▽
第
２
回
企
画
情
報
委
員
会

　
　

▽
第
１
回
青
森
商
工
会
議
所

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
ワ
ー

キ
ン
グ
会
議

　
　

▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
11

回
会
員
交
流
会

17
日
▽
金
融
審
査
会

18
日
▽
第
９
回
理
事
会

　
　

▽
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
３
回
取

　
　

締
役
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
３

回
取
締
役
会

19
日
▽
津
軽
海
峡
ブ
ラ
ン
ド
博
実

行
委
員
会

24
日
▽
青
森
商
工
会
議
所
業
務
流

通
商
業
部
会
総
会

25
日
▽（
一
財
）青
森
市
産
業
振
興

財
団
評
議
員
会

　
　

▽
県
雇
用
安
定
創
出
対
策
本
部

26
日
▽
全
国
中
央
会
支
援
事
業
ヒ

ア
リ
ン
グ

27
日
▽
青
銀
金
友
会
総
会
・
新
年
会

　
　

▽
青
森
商
工
会
議
所
第
２
回

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
ワ
ー 

キ
ン
グ
会
議

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

６
日
▼
金
融
機
関
の
融
資
基
準

８
日
▼
中
堅
社
員
研
修（
１
日
目
）

13
日
▼
仕
事
の
ダ
ン
ド
リ
の
基
礎

の
基
礎

15
日
▼
中
堅
社
員
研
修（
２
日
目
）

18
日
▼
女
性
ら
し
さ
活
用
術
講
座

（
１
日
目
）

20
日
▼
女
性
ら
し
さ
活
用
術
講
座

（
２
日
目
）

25
日
▼
営
業
ス
キ
ル
研
修
足
の
営

業
力
編
（
１
日
目
）

27
日
▼
営
業
ス
キ
ル
研
修
足
の
営

業
力
編
（
２
日
目
）

▽
新
規
採
用

　

業
務
部
業
務
課

春　

山　

心し
ん　

仁じ　

（
４
月
１
日
付
）

平成26年３月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 524 号 ⑶

経
済
雑
感

第
五
十
五
回

㈱
青
森
経
営
研
究
所

代
表
取
締
役
　
北
村
　
真
夕
美

（
青
森
県
男
女
共
同
参
画

推
進
協
議
会
会
長
）

㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

新
規
採
用
職
員
の
お
知
ら
せ
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三協立山㈱
青森営業所 所長

石塚　学 氏

㈿青森総合卸センター
第８代理事長

西　秀記
（㈱西衡器製作所 社長）

３
月
４
日
、
西
新
理
事
長

の
就
任
と
元
木
前
理
事
長

の
退
任
慰
労
の
た
め
の
合

同
祝
賀
会
が
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
元
木
前

理
事
長
こ
れ
ま
で
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
西
新
理
事
長

こ
れ
か
ら
ご
苦
労
様
で
す
▼
西
理

事
長
は
四
十
台
で
既
に
青
森
商
工

会
議
所
の
副
会
頭
を
二
期
努
め
ら

れ
る
な
ど
、
青
森
の
経
済
界
の
期

待
さ
れ
る
若
き
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

で
あ
り
ま
す
。
青
森
問
屋
町
丸
も

西
理
事
長
を
新
船
長
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
▼
転
話
題
。

中
央
会
で
「
女
性
発
想
の
事
業
革

新
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
す
る
興
味
深

い
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
は

横
浜
の
中
小
企
業
診
断
士
・
上
岡

美
弥
子
氏
▼
興
味
深
か
っ
た
の
が

「
日
々
の
買
い
物
は
、女
性
が
『
買

う
』『
買
わ
な
い
』
を
決
め
て
い
る
」

と
い
う
指
摘
で
し
た
▼
平
成
22
年

の
内
閣
府
の
「
男
女
の
消
費
・
貯

蓄
等
の
生
活
意
識
に
関
す
る
調
査
」

に
よ
る
と
、
夫
婦
・
家
族
で
の
「
日

常
的
な
買
物
に
つ
い
て
の
決
定
」

は
74
％
を
妻
が
決
め
、
夫
は
４
％

だ
そ
う
で
す
。
▼
ま
た
「
貯
蓄
と

生
活
費
と
の
割
合
の
決
定
」
で
は

45
％
が
妻
、
24
％
が
夫
と
の
こ
と
。

財
布
の
ひ
も
は
完
全
に
女
性
が
握

っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
統
計
的

に
証
明
さ
れ
た
訳
で
す
▼
こ
の
こ

と
か
ら
今
後
は
消
費
財
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
、
抽
象
的
な
消
費
者

像
か
ら
具
体
的
な
女
性
消
費
者
・

男
性
消
費
者
像
に
シ
フ
ト
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
▼
生
産
・
販
売
す

る
側
で
も
今
後
は
、
決
断
す
る
場

で
は
、
女
性
の
消
費
動
向
が
わ
か

る
、
女
性
管
理
職
の
登
用
が
よ
り

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
（
藤
本
）

　
２
月
18
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た

第
９
回
理
事
会
に
お
い
て
、
西
副
理

事
長
（
㈱
西
衡
器
製
作
所
社
長
）
が

新
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。
　

  

理
事
長
交
代
に
伴
い
、『
理
事
長

就
退
任
合
同
祝
賀
会
』
が
３
月
４
日

（
火
）、
午
後
６
時
よ
り
ホ
テ
ル
青
森

で
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
及
び
組
合
員

１
５
３
名
が
出
席
し
、
元
木
前
理
事

長
の
長
年
の
功
績
へ
の
労
い
と
西
新

理
事
長
の
就
任
を
祝
い
、
祝
賀
会
は

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し

柳
谷
副
理
事
長
は
「
元
木
前
理
事
長

は
昭
和
61
年
か
ら
役
員
を
28
年
間
、

平
成
14
年
か
ら
は
７
代
目
の
理
事
長

と
し
て
12
年
間
務
め
ら
れ
た
。
こ
の

間
、
加
入
組
合
員
の
資
格
拡
大
、
景

観
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
る
問
屋
町

の
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新
、
そ
し
て
問
屋

町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
校
等
、

数
々
の
困
難
な
事
業
を
遂
行
し
、
現

在
の
問
屋
町
を
作
り
上
げ
た
こ
と
に

役
員
は
じ
め
組
合
員
を
代
表
し
て
感

謝
す
る
。

　
一
方
、
西
新
理
事
長
は
、
青
森
商

工
会
議
所
の
副
会
頭
を
兼
務
し
多
忙

か
と
は
思
う
が
、
問
屋
町
の
発
展
の

た
め
、
し
い
て
は
青
森
市
の
経
済
の

発
展
の
た
め
、
力
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
三
村

青
森
県
知
事
（
馬
場
商
工
労
働
部
長

代
読
）、
鹿
内
青
森
市
長
、
蝦
名
青

森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
、

若
井
青
森
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
祝
辞
で
は
、
元

木
前
理
事
長
の
問
屋
町
及
び
地
域
経

済
発
展
へ
の
功
績
を
称
え
る
と
共
に
、

西
新
理
事
長
の
舵
取
り
に
よ
る
問
屋

町
の
更
な
る
躍
進
を
期
待
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
後
、
主
催
者
並
び
に
（
一
財
）

青
森
市
産
業
振
興
財
団
よ
り
、
両
理

事
長
へ
花
束
が
贈
ら
れ
、
元
木
前
理

事
長
へ
は
西
新
理
事
長
か
ら
記
念
品

も
贈
呈
さ
れ
た
。

　
元
木
前
理
事
長
は
謝
辞
で
「
組
合

員
並
び
に
関
係
各
位
に
支
え
ら
れ
、

長
き
に
わ
た
り
理
事
長
職
を
勤
め
ら

れ
た
」
と
感
謝
の
意
を
表
し
、
西
新

理
事
長
へ
の
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
依
頼

し
た
。

　
ま
た
、
西
新
理
事
長
は
「
問
屋
町

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
等
、

様
々
な
事
業
の
運
営
に
携
わ
ら
せ
て

　
こ
の
た
び
、
２
月
18
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

元
木
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
、
協

同
組
合
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
の
第

８
代
理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
が
、
使
命
を
全
う
す
べ

く
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
私
は
、
平
成
13
年
よ
り
役
員
と
し

て
、
ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
は
副
理

事
長
と
し
て
13
年
に
わ
た
り
組
合
運

営
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当

組
合
は
こ
れ
ま
で
、
元
木
前
理
事
長

を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
理
事
長
や

役
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
そ

の
時
代
時
代
の
社
会
情
勢
、
経
済
状

況
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
常
に
変

革
と
進
化
を
続
け
、
青
森
を
代
表
す

る
流
通
拠
点
と
し
て
、
ま
た
全
国
で

も
有
数
の
卸
団
地
と
し
て
の
地
位
を

築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

常
に
革
新
し
続
け
る
方
向
性
は
引
き

継
ぎ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
組
合

運
営
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

理事長就退任合同祝賀会

　
一
方
、
組
合
運
営
に
あ
た
り
変
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
も
の
も
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
は
卸
団
地
の
一
体
性
で

す
。
協
同
組
合
は
共
通
の
目
的
に
向

か
っ
て
相
互
扶
助
す
る
組
織
で
あ
り

ま
す
。
色
々
な
企
業
が
集
積
し
、
そ

の
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活

か
し
、
組
合
員
企
業
が
更
な
る
成
長
・

発
展
し
て
い
く
た
め
に
も
、
一
体
性

維
持
は
不
可
欠
で
す
。
こ
の
部
分
に

関
し
て
は
一
本
芯
を
通
し
、
今
後
も

変
え
ず
に
維
持
し
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
合
わ
せ
て
革

新
し
続
け
、
組
合
の
一
体
性
は
決
し

て
変
わ
ら
な
い
、
そ
う
い
っ
た
問
屋

町
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
組
合
員
は
じ
め
関
係
各
位

の
ご
指
導
や
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、

期
待
に
応
え
る
べ
く
新
た
な
事
業
へ

積
極
的
に
取
り
組
み
、
歴
代
の
理
事

長
に
恥
じ
る
事
の
な
い
よ
う
一
層
精

進
し
、
ご
芳
情
に
報
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
ら
い
、
自
分
に
経
験
を
積
む
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
元
木
前
理
事
長
に

は
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

新
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
も
合
わ
せ

て
語
っ
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
10
月
に
所
長
に

就
任
さ
れ
た
三
協
立
山
株
式
会
社

青
森
営
業
所
の
石
塚
所
長
に
お
話

を
伺
っ
た
。

　
ア
ル
ミ
建
材
メ
ー
カ
ー
の
同
社

は
、
三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
株

式
会
社
と
立
山
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工

業
株
式
会
社
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
、
従
業
員
約
５
千
８
百
名
を
抱

え
、
全
国
に
事
業
所
を
展
開
す
る

も
の
づ
く
り
日
本
を
代
表
す
る
企

業
で
あ
る
。

　
同
社
は
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を

採
用
し
て
お
り
、
住
宅
・
ビ
ル
・

エ
ク
ス
テ
リ
ア
等
の
サ
ッ
シ
を
は

じ
め
と
し
た
建
材
を
取
扱
う
「
三

協
ア
ル
ミ
社
」
と
、
ア
ル
ミ
や
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
で
工
業
用
部
品
を
製
造
す

る
「
三
協
マ
テ
リ
ア
ル
社
」、
商
業
施

設
の
陳
列
棚
等
の
店
舗
什
器
や
看
板

を
制
作
す
る
「
タ
テ
ヤ
マ
ア
ド
バ
ン

ス
社
」の
３
社
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

青
森
営
業
所
は
住
宅
や
ビ
ル
建
材
を

主
に
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
お
客
様

の
要
望
で
、
カ
ー

ポ
ー
ト
等
の
エ
ク

ス
テ
リ
ア
商
品
を

取
り
扱
う
こ
と
も

あ
る
そ
う
だ
。

　「
当
社
は
『
ラ
イ

フ
・
ウ
ィ
ズ
・
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
環
境
技
術
で
ひ
ら
く
、
豊
か

な
暮
ら
し
）』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
人

と
社
会
に
や
さ
し
い
環
境
商
品
の
開

発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

今
一
番
お
す
す
め
し
て
い
る
の
が
、

『
Ａ
Ｒ
Ｍ
‐
Ｓ
＠
Ｎ
Ａ
Ｖ
』
と
い
う

自
然
換
気
が
で
き
る
サ
ッ
シ
で
す
。

こ
の
商
品
は
、
硝
子
と
硝
子
の
間
の

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の
中
に
換
気
シ
ス

テ
ム
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
自
然
の

風
の
風
圧
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
窓

を
開
け
ら
れ
な
い
ビ
ル
等
で
も
自
然

の
風
を
取
り
込
ん
で
換
気
で
き
、
エ

ア
コ
ン
等
の
使
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
こ
の
商
品
は
、
平

成
24
年
の
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
金
賞
や
、

今
年
ド
イ
ツ
の
ｉ
ｆ
デ
ザ
イ
ン
賞
と

い
う
国
際
的
に
権
威
あ
る
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
開
発

し
て
い
き
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　
石
塚
所
長
の
出
身
は
青
森
市
。
青

森
営
業
所
に
勤
め
て
約
20
年
に
な

る
の
だ
が
、
全
国
展
開
の
企
業
に

勤
め
な
が
ら
転
勤
経
験
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。

　「
社
内
で
転
勤
は
少
な
く
は
な
い

で
す
よ
。
た
だ
、
私
が
青
森
出
身

と
い
う
こ
と
と
、
他
県
か
ら
転
勤

し
て
来
て
も
津
軽
弁
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
に
苦
労
す
る
と

い
う
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
推
測
す
る
。

　
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
、
月
に
１
、２

回
は
プ
レ
イ
す
る
そ
う
だ
。「
ゴ

ル
フ
歴
は
長
い
の
で
す
が
、
ス
コ

ア
は
ほ
ど
ほ
ど
で
す
ね
」
と
苦
笑
。

　
仕
事
上
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を

尋
ね
る
と
、「
常
に
笑
顔
で
い
る

こ
と
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

（
46
歳
）

　
開
校
か
ら
４
年
目
を
迎
え
る
問

屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
、

平
成
26
年
度
第
１
弾
の
講
座
と
し

て
、
日
本
営
業
ツ
ー
ル
研
究
所
代

表
の
吉
見
範
一
氏
に
よ
る
営
業
マ

ン
研
修
を
開
催
す
る
。

　
吉
見
氏
は
「
対
面
型
商
談
ツ
ー

ル
」
専
門
の
営
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
活
躍
。
日
本
全
国
の
商

工
会
議
所
か
ら
講
演
依
頼
が
殺
到

し
、
講
演
会
場
は
常
に
満
員
御
礼
。

自
他
共
に
認
め
る
商
工
会
議
所
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
講
師
で
あ
る
。

　
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で

も
、
毎
回
定
員
の
40
名
を
大
き
く

上
回
る
申
込
の
あ
る
超
人
気
講
座

　
今
年
も
組
合
事
務
局
職
員
が
中

小
企
業
組
合
検
定
試
験
に
挑
戦
し

た
。
３
月
３
日
（
月
）
に
合
格
者
が

発
表
さ
れ
、
張
山
総
務
課
長
と
小

又
職
員
が
見
事
合
格
を
果
た
し
た
。

　
同
検
定
は
、
中
小
企
業
組
合
の

と
な
っ
て
お
り
、
受
講
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
、「
今
ま
で
受
け
た
営

業
関
係
の
研
修
で
１
番
面
白
く
、

ま
っ
た
く
飽
き
な
か
っ
た
」「
実

践
的
な
内
容
で
明
日
か
ら
す
ぐ
に

使
い
た
い
」
な
ど
、
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
講
座
で
あ
る
。

　
４
月
23
日
に
開
催
さ
れ
る
今
回

の
講
座
は
名
刺
交
換
に
特
化
し
た

内
容
。
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
行
っ

て
い
た
名
刺
交
換
が
お
客
様
の
警

戒
心
を
解
き
、
商
談
の
雰
囲
気
を

ガ
ラ
リ
と
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く

解
説
す
る
。

　
講
座
詳
細
や
お
申
込
み
は
、
問

屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

http://business-school.tonya
m

achi.com
/

業
務
を
執
行
す
る
役
員
や
実
務
を

担
う
職
員
の
自
己
啓
発
と
資
質
向

上
を
目
的
と
し
た
検
定
試
験
。
試

験
に
合
格
し
、
か
つ
３
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
者
は
、
中
小

企
業
組
合
士
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

　
今
年
度
の
合
格
者
も
合
わ
せ
、

当
組
合
事
務
局
職
員
の
組
合
士
有

資
格
者
は
８
名
と
な
り
、
今
後
も

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

日
々
研
鑽
を
続
け
る
。

吉見氏による営業マン研修の様子

合格証を手にし喜ぶ事務局職員元木前理事長（中央）、西新理事長（右）

　
そ
の
後
、
㈱
青
森
銀
行
浜
谷
頭
取

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
祝
宴
に
入
り
、

㈱
み
ち
の
く
銀
行
髙
田
頭
取
の
音
頭

に
よ
る
三
本
締
め
で
祝
賀
会
は
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
た
。
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新
理
事
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

人
気
講
師
に
よ
る
営
業
マ
ン

研
修
開
催
の
お
知
ら
せ

問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

今
年
も
２
名
が
合
格

中
小
企
業
組
合
検
定

組
合
員
訪
問

西
副
理
事
長
を
新
理
事
長
に
選
任

理
事
長
就
退
任
合
同
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催


